
被害証明の書き方

第２号様式（第５条関係）

令和〇〇年　〇〇月　〇〇日

被害者（氏名）　　〇〇　〇〇

　　　　 （住所）　桑名市○○○○○番地

有害鳥獣による被害状況については、次のとおりです。

被害時期
（年月日、頻度等）

被害を受けた場所

加害鳥獣名

被害の対象

（注）農業共済等の第三者機関により被害を証する書面等がある場合は、その写しを添付すること。

　　鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第９条に規定する鳥獣の捕獲等又は鳥類の卵の採取等の

実施を次の者に依頼します。

被依頼者

（捕獲実施予定者）

（注）被依頼者（捕獲実施予定者）が決まっている場合は、その者の氏名及び住所を記入すること。

　　　（被害者自らが鳥獣の捕獲等又は鳥類の卵の採取等の実施を行う場合は記入しない。）

（氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　○○　○○

（住所）
　　　　　　　　　　　　　　　　桑名市〇〇　〇〇〇〇番地

被害証明書及び有害鳥獣捕獲依頼書

被害の程度 （被害面積）
　　　　　　　　　　　　　　　　３００ａ程度

（被害額等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　80,000円

（農林水産物の種類等
及びその状況等） 　水稲・筍など農産物

　イノシシ・二ホンジカ

　桑名市〇〇〇〇地内

　年間を通して

大体で結構で

被害者が申請

者の場合は記

入不要


